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並
み
を
形
成
し
て
い
こ
う

と
し
て
い
ま
し
た
。

二
学
期
制
の
導
入
を
通

じ
て
�
児
童
生
徒
に
向
き

合
�
て
い
こ
う
と
い
う
石

狩
市
の
姿
勢
に
は
好
感
が

持
て
ま
し
た
�
札
幌
市
�

旭
川
市
と
も
に
�
基
準
を

設
け
て
秩
序
あ
る
町
並
み

を
形
成
に
し
て
い
こ
う
と

し
て
お
り
�
高
度
地
区
や

景
観
計
画
を
定
め
た
ば
か

り
の
戸
田
市
の
現
状
を
考

え
て
い
く
上
で
大
変
参
考

に
な
り
ま
し
た
�

り
、
利
便
性
の
よ
い
地
域

で
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
設
が

活
発
化
し
、
周
辺
住
民
と

の
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
ま

し
た
。
紛
争
の
防
止
と
解

決
を
図
る
た
め
、
市
内
の

ほ
ぼ
全
域
に
高
さ
制
限

（
高
度
地
区
）
を
設
け
ま

し
た
。

旭
川
市
で
は
、
景
観
計

画
を
策
定
し
、
市
内
全
域

を
景
観
計
画
区
域
と
し
、

自
然
と
調
和
し
た
景
観
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
。
特
に
旭
川
駅
周
辺

で
は
、
細
や
か
な
制
限
を

定
め
て
統
一
感
の
あ
る
町

文教・建設 

市民生活 
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北海道　石狩市
札幌市
旭川市

景観計画を策定し、
自然と調和した景観づくり

新
地
方
公
会
計
制
度
で

　的
確
な
財
政
状
況
の
把
握

岐
阜
県

　各
務
原
市

三
重
県

　
　名
張
市

文
教
・
建
設
 

市
民
生
活
 

総
　
務
 

健
康
福
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各
務
原
市
で
は
、
財
政

状
況
の
長
期
的
・
総
合
的

把
握
の
た
め
の
新
地
方
公

会
計
制
度
の
う
ち
、
基
準

モ
デ
ル
に
よ
る
財
務
４
表

を
作
成
し
、
コ
ス
ト
の
明

確
化
、
現
役
・
将
来
世
代

の
負
担
の
状
況
等
が
把
握

で
き
た
と
の
こ
と
で
あ
り

ま
し
た
。

名
張
市
で
は
７
割
の
市

民
が
合
併
反
対
と
の
住
民

投
票
結
果
か
ら
、
自
立
の

道
を
選
択
、
自
治
基
本
条

例
を
制
定
し
、
市
民
参
加

の
保
障
、
市
の
区
や
自
治

会
へ
の
支
援
、
個
人
や
企

業
と
市
議
会
、
市
の
協
働

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
規

定
し
て
い
ま
す
。

会
計
制
度
改
革
の
フ
ロ

ン
ト
ラ
ン
ナ
�
に
な
る
た

行
政
視
察
レ
ポ
ー
ト 
行
政
視
察
レ
ポ
ー
ト 
行
政
視
察
レ
ポ
ー
ト 
常
任
委
員
会 

意
見
・
感
想

石
狩
市
で
は
、
地
域
の

実
態
に
合
っ
た
特
色
の
あ

る
教
育
課
程
を
編
成
す
る

た
め
、
平

成
19
年
度

に
小
学
校

で
、
平
成

20
年
度
に

中
学
校
で

二
学
期
制

を
完
全
実

施
し
ま
し

た
。札

幌
市

で
は
、
都

心
回
帰
の

傾
向
に
よ

め
の
大
切
な
要
素
を
学
べ

た
と
思
い
ま
す
�
共
に
切

磋
琢
磨
し
た
い
で
す
�
ま

た
�
自
治
基
本
条
例
は
各

自
治
体
の
特
性
を
生
か
し
�

市
民
�
行
政
�
議
会
が
一

体
で
策
定
す
る
こ
と
が
重

要
だ
と
感
じ
ま
し
た
�

委 員 会 年間テーマと活動内容 閉会中の日程

総 務
①自治基本条例　②新地方
公会計制度　③行政ＩＴ化
による効率性と経済性

7/13
8/20

文教・

建設

①所管する小・中学校などの
施設や区画整理事業などの現
地視察　②いじめ問題
③スクール・ニューディール

6/26
7/13
8/21

健康福祉
①医療保健福祉計画……福
祉の杜建設計画及び医療保
健センター等建て替え計画

7/17
8/20

市民生活
①低炭素社会と市民生活　
②危険箇所総点検運動

7/21
8/20

意
見
・
感
想

▲

５
月
14
日

　旭
川
市
役
所
に
て

▲

５
月
13
日

　名
張
市
役
所
に
て
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が
当
た
る
と
い
う
も
の
。

こ
れ
は
、
楽
し
み
な
が
ら

環
境
に
優
し
い
行
動
を

と
い
う
発
想
で
、
21
年
度

か
ら
は
、「
マ
イ
は
し
」

持
参
に
も
シ
ー
ル
を
発

行
し
ま
す
。

広
島
市
の
地
球
温
暖
化

対
策
で
は
、
１
９
９
０
年

度

と

比

較

し

て
、

２
０
５
０
年
度
に
70
％
、

２
０
３
０
年
に
50
％
の

削
減
を
目
指
し
ま
す
。
こ

の
削
減
に
は
、
社
会
経
済

シ
ス
テ
ム
や
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
の
抜
本
的
変
革

が
必
要
で
あ
る
と
し
て

い
ま
す
。

特
に
広
島
市
の
視
察
を

通
じ
て
�
本
市
と
し
て
も

中
長
期
的
な
具
体
的
目
標

を
立
て
る
必
要
が
あ
る
�

ま
た
�
行
政
・
市
民
・
企

業
等
の
義
務
を
明
確
に
す

る
必
要
が
あ
る
�
さ
ら
に
�

地
球
温
暖
化
防
止
の
対
策

は
�
全
庁
的
な
体
制
を
整

え
る
必
要
が
あ
る
と
の
思

い
を
強
く
し
ま
し
た
�

▲

さくら川を視察 ▲

芦原小学校を視察

▲医療保健センターとろうけんを視察

文教・建設 

市民生活 
総 　 務  

健 康 福 祉

 

広島県　福山市
　広島市

みんなの努力で温暖化防止

全
職
員
参
加
の
健
全
経
営

推
進
8
部
会
で
経
営
再
建

香
川
県

　坂
出
市

岡
山
県

　井
原
市

文
教
・
建
設
 

市
民
生
活
 

総
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香
川
県
坂
出
市
の
市
立

病
院
は
、
25
億
円
あ
っ
た

不
良
債
権
を
医
療
職
参
加

の
予
算
編
成
、
健
全
経
営

推
進
８
部
会
の
取
り
く
み

に
よ
り
、
す
べ
て
を
解
消

さ
せ
ま
し
た
。

経
営
改
善
を
行
い
つ
つ

も
、
離
島
へ
の
巡
回
診
療
、

救
急
隊
員
と
の
勉
強
会
を

行
っ
て
お
り
ま
し
た
。

岡
山
県
井
原
市
で
は
、

保
育
園
、
幼
稚
園
、
公
民

館
の
複
合
施
設
が

設
置
さ
れ
て
お
り
、

幼
稚
園
部
と
保
育

園
部
の
子
を
一
緒

に
保
育
す
る
こ
と

で
、
所
属
の
変
更

が
ス
ム
ー
ズ
に
行

え
、
子
供
た
ち
の

環
境
を
変
え
ず
に

保
育
が
継
続
で
き

て
お
り
ま
し
た
。

坂
出
市
と
戸
田
市
で
は
�

規
模
や
地
域
の
状
況
�
社

会
情
勢
が
異
な
り
ま
す

が
�
公
的
医
療
機
関
に
必

要
な
も
の
は
�
施
設
の
使

命
と
役
割
�
何
の
た
め
の

公
的
医
療
機
関
な
の
か
を

明
確
に
す
る
こ
と
で
あ
る

と
学
び
ま
し
た
�

福
山
市
の
「
エ
コ
で
え

～
こ
と
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

は
、
マ
イ
バ
ッ
グ
利
用
で

レ
ジ
袋
を
も
ら
わ
な
か

っ
た
人
に
エ
コ
シ
ー
ル

を
発
行
し
、
抽
選
で
商
品

意
見
・
感
想

意
見
・
感
想

▲

５
月
13
日

　坂
出
市
立
病
院
に
て

▲

５
月
14
日

　広
島
市
役
所
に
て

常任委員会
の動き

常任委員会
の動き

常任委員会では年間の活動テーマを定めて調査活動を行っています。
６月定例会終了後の活動状況と予定は次表のとおりです。


